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嘔
選
畿

西内野地区自主防災訓1線

西
内
野
地
区
住
民
の
防
災
意
識
の

普
及
と
高
揚
並
び
に
防
災
資
材

・
機

材
の
知
識
及
び
取
り
扱
い
等
の
取
得

を
目
的
と
し
て
、

平
成
十
九
年
十
月

二
十
八
日
（日
）
午
前
九
時
よ
り
西
内

野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
西
消
防

署
員

・
地
区
消
防
団
員
の
協
力
の
も

と
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
は
降
雨
も
激
し
く
グ
ラ
ン
ド

で
の
実
施
は
諦
め
て
い
た
の
で
す

が
、

当
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ

て
急
還
グ
ラ
ン
ド
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
、

晴
天
の
下
、

約
２
５
０
名

の
参
加
で
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
は
、

役
員

一
同
感
謝

い
た
し
た
次
第
で
す
。

来
年
度
は
、

西
内
野
小
学
校
体
育

館
を
耐
震
対
策
に
伴
う
工
事
が
夏
休

み
期
間
を
中
心
に
施
行
さ
れ
る
予
定

で
当
該
地
で
の
実
施
に
つ
い
て
は
不

透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、

安
心

・
安

全
の
街
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
是
非

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、

そ
の
節
に
は
十
九
年
度
以
上
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
て
、

防
災
訓
練

の
報
告
と
致
し
ま
す
。

※ 参加風景

※ 初期消火訓練

※ 炊き出担当スタッフ
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囲内慰....!ミユ11テイー協議会と西内野自滑会連絡協議会と|の達↓1について
コミュニティ協議会と自治連絡協議会の違いが分からない。との声をよく耳にします。

どこが違うのか、その目的と事業 ・活動を比較してみました。

1 両 方の会則の上での 「目的」の違いについて

2 面 方の 事 業 ・活動 の 上で
の違いについて

各
自
治

・
町
内
会

五
十
嵐
中
鳥

上
原
団
地

上

新

町

新

中

浜

西

新

町

第
七
団
地

パ
レ
ッ
ト

広

通

江

ひ
ま
わ
り

平

和

台

こ

両
方
に
違
い
は
あ
る
の
か

違

い
は
あ
り
ま
す
。

図
１
の

目
的
の
違

い
、

図
２
の
事
業

・

活
動
の
違
い
で
分
か
る
こ
と
は
、

範
囲
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（以
下
コ
ミ
協
と
い
う
）
の
方
が

大
き
い
こ
と
で
す
。
自
治
連
絡

協
議
会

（以
下
自
治
連
と
い
う
）

は
、

コ
ミ
協
の
中
に
完
全
に
包

含
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、

自
治
連
の
範
囲

を
超
え
て
コ
ミ
協
は
活
動
し
ま

す

。

十
九
年
度
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
自
治
連
の
範
囲
を
超
え
て
二

ヶ
月
間
実
施
し
ま
し
た
。

子
供

か
ら
大
人
、

お
年
寄
り
ま
で
、

自
治
連
よ
り
幅
広

い
コ
ミ
協
活

動
に
参
加
で
き
ま
す
。

範
囲
の
違
い
は
何
を
も
た
ら
す

い
ろ
ん
な
人
の
活
動
参
加
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

地
域
を
よ

く
し
た
い
。

暮
ら
し
や
す
く
し

た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動

・
福
祉

活
動
の
盛
ん
な
地
域
に
し
た
い
。

地
域
の
力
を

一島
め
た

い
。

そ

ん

な

時

に
、

自
治
連

の
範
囲
を
超

え
多
く
の
若

手
、

女
性
、

お
年
寄
り
の

参
加
協
力
を

得
る
こ
と
が

可
能
に
な
り

ま
す
。

（西
区
役
所

西
出
張

所
長

青

柳

）

2新調整、融本]を図 'リ

3地 区内自治の振興 と

4新 潟市政の健全な発展に寄与する

こと

西内野地区自治連会則第1条から

1各自治会相互の連携を密にし

西内野地区自治連の目的

西 内 野 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会

・
西
内
野
地
区
自
治
連

・
西
コ
ミ
セ
ン
管
理
運

営
学本女員
会

青
少
年

・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部

西 内 野 地 区 自 治 連 絡 協 議 会

西内野地区自治連会則第 4条 から

1自 治会相互の連携協調

2地 区の振興

(自治連の範囲)

自治連の事業
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―
拭
・ル
つ
・十
■
！つ
ウ
七
姉
！鳩
・

パ
レ
ツ
ト
タ
ウ
ン
西
新
潟
は
駅
の
あ
る
街
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ク
ト
の
下
、

平
成
十
六
年
か
ら

住
宅
建
設
が
始
ま
り
、

開
発
が
予
定
通
り
進
め

ば
西
内
野
地
区
で
は
最
大
規
模
な
街
と
な
り
ま

す
。

建
設
は
昨
年
か
ら
急
速
に
進
み
、

増
加
の

一
途
で
あ
り
風
景
が
刻
々
と
変
貌
し
て
い
ま

す
。

街
の
特
徴
は
中
心
地
に
内
野
西
が
丘
駅
が

あ
る
こ
と
や
、

街
を
東
西
に
二
分
す
る
広
通
江

川
が
あ
る
こ
と
で
す
。

車
道
と
歩
道
に
段
差
が

な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
な
ど
、

住
む
人
す
べ

て
に
優
し
い
街
で
す
。

周
辺
環
境
も
、

教
育
施

設
、

病
院
、

公
共
施
設
、

金
融
、

商
業
施
設
な

ど
、

い
か
な
る
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
申

し
分
の
な
い
住
環
境
が
約
束
さ
れ
て
ま
す
。

更

な
る
特
徴
は
若
い
世
帯
主
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
多
い
こ
と
で
す
。

昨
年
の

十
月
に
発
足
し
た
自

治
会
活
動
も
、

こ
の

若

い
人
達
が
中
心
と

な

っ
て
進
め
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て

ま
す
。

今
後
は
会
員

相
互
の
融
和
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
最

優
先
と
し
、

そ
し
て

安

全

・
安

心

・
快

適

・
便
利
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
街
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

（会
長

春
日
伯
栄
）

輛宮す
一

ヽ 一
 一

― ―
ヽ

会  を な五 の の 行  を    さ は
を二 し ど名 課 先 つ一 行 一 一 一 ん

｀
西 事

務
局
か
ら

◎ H 2 0年 度 予 算 (案 )

入

科

‐

  H 金    額 説 リヨ

分   配   金 110,000円 西 地 区 自 治 連 分 配 金

繰  ヌ 、 金 180,0001珂 西 内 野 自 治 連 線 出 金

運 営 助 成 金 100,00013J コ ミ1 あた よ り

事 業 助 成 金 400,000口 可 夜 問 防 犯 パ ト ロ ー ル

子 供 ま つ り

雑 入 ■,0001コ 可

繰  避  金 23,890卜 lJ

8■ 4,0001コ 百

本!‐  日 金    額 説

れ鷺  たL  苫 浅 100,0001よ J 西 内 野 盆 踊 り

会  議   費 50,000円

に口  婦 」 費 ■20,000円 コミ協 た より  3,000者 F×2回

マ肖  耗   費 450,OOO円 李≧モ理と傷蕃強2881888目
そ ク)4tオ事舞こ,晶   50.OOO円

事手  務   費 40,OOO円

予  備  費 54,890円

8■ 4,890円

( A ) 一( B ) - 2 3 , 8 9 0 円 次 年 度 繰 越

◎ H20年 度 ・ 事 業 計 確雪 (案 )

◎ H 1 9 年 度 決 算 見 込

108,0001:J l l l t 地区 白 治 逃 分 配 金

1 7 t 4 内野 白 治 連 繰 r  l S 金
‐そ託抽岡 り       100,000「 '1

, |ヨ才合装基幸R      80,000,■ 3

運 営 l l y J 成金 100,000P可 コ ミ防 だ よ り  年 2同

ヨ手葛侍者Hij37」金 424門 1坊犯 パ トロ ー ル

(A)588.576

100,0001'可 西 内 野 盆 踊 り

会 長 懇 言炎会      4,000円
ノミトロール反 省 会   37,080円

■■3,860円 コミiあノとより  2,800者 に(2回 )

備 品 購 入 費 プ リ ン タ ー 略 入

245,874円 パ トロー ル 用 品    ■ 95,804円

邑ユ言正に|] ィ 也     5■ ,070H

(B)564,686円

事  業  名 E寺翔8  ぐ 子 売∋
コ ミ協 だ よ り  年 2 回 発 行 9 月 3 月

花宅間 防 犯 夕ヾ ト ロ ー ル 7 月 ～ 9 月

こ と
｀
も 祭 り 7 月

西 内 野 盆 お とFり 大 会 7 月 第 4  J t t R 窪日

そ の イ也 随ユ  コ寺
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あ

鞭

ね
譴ゲ
語
を
と

を
あ
講
萎

去
る
二
月
六
日
、

西
区

コ
ミ

協
関
係
者
三
四
名
で
、

埼
玉
県

草
加
市
瀬
崎
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

「瀬
崎
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

は
平
成

一
二
年
、

市
の
ま
ち
づ

く
リ
モ
デ
ル
地
区
に
手
を
上
げ
、

地
域
を
調
査
、

研
究
し
、

自
由

討
議
を
重
ね
て
出
来
た
住
民
参

加
型
の
組
織
で
す
。

十
年
を

一

つ
の
区
切
と
し
、

ホ
ッ
プ
ニ
年
、

ス
テ
ッ
プ
三
年
、

ジ
ャ
ン
プ
五

年
と
位
置
づ
け
、
じ

っ
く
り
と

り
組
ん
で
い
ま
す
。

目
標
は

「快
適
」
。
「安
心

・
安

全
」
。
「共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
。

お
も
な
活
動
は
、

①
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面

か
ら
、

活
動
テ
ー
マ
を
も

つ
た

グ
ル
ー
プ
が
出
来
た
こ
と
。
ワ

イ
ワ
イ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、

花
と

緑
の
町
づ
く
り
、

防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、

瀬
崎
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
、

市
長
と
と
こ
と
ん
話
そ
う
会
、

ご
み
減
量
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど

十
七
グ
ル
ー
プ
。

②
住
民
運
動
の
結
果

コ
ミ
セ
ン

を
瀬
崎
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

の
拠
点
と
し
、

運
営
も
ま
か
さ

れ
た
。

①
平
成
十
五
年
に
検
討
委
員
会

を
た
ち
あ
げ
、

ふ
れ
合

い
親
水

緑
道
づ
く
り
を
市
に
提
言
し
実

現
し
た
。

④
毎
月

一
回
広
報
誌

「
瀬
崎
ま

ち
づ
く
リ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
。

草
加
市
で
は
、

ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、

始
め
よ
う
、

育
て

よ
う
、

動
か
そ
う
、

あ
り
が
と

う
、

に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
が
あ

り
羨
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

（事
務
局
　
佐
藤
）

災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
思

わ
れ
る
方
の
訪
間
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

あ
る
人
か
ら

「
本

当
に
す
ぐ
来
て
く
れ
る
の
、

誰

が
来
て
く
れ
る
の
。

」
と
問
わ
れ

た
。

「守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
人

が
」
と
容
え
な
が
ら
、

何
か
空

し
さ
を
感
じ
た
。

そ
の
時
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
が
正
常
に
機
能
す
る

の
か
、

自
分
自
身

一
員
と
し
て

活
動
で
き
る
の
か
い
不
安
が
つ

の
る
。

「災
害
時
要
援
護
者
」
文

字
に
す
る
と
七
文
字
に
し
か
過

ぎ
な
い
が
人
が

一
人
で
背
負
え

る
重
さ
で
は
な
い
。

皆
で
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
重
す
ぎ
る
。

現

在
人
の
絆
と
言
え
ば
、

家
族
以

外
で
は
、

地
域
で
は
な
く
、

職

場
、

父
母
の
会
、

趣
味
の
会
等

の
よ
う
な
気
が
す
る
。

子
供
の

頃
歌

っ
た
、

う
ろ
覚
え
の
う
た

を
思
い
出
す
、

「
ト
ン
ト
ン
ト
ン

カ
ラ
リ
ン
と
隣
組
、

廻
し
て
ち

ょ
う
だ
い
回
覧
板
、

助
け
ら
れ

た
り
助
け
た
り
」
あ
の
時
代
の

心
を
取
り
も
ど
せ
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
（民
生
委
員
　
平
野
）

コ
ミ
協
活
動
は
ま
だ
ま
だ
過

渡
期
、

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ

た
活
動
が
聞
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
号
は
自
治
運
と

コ
ミ
協
の

活
動
内
容
の
違

い
の
特
集
。

地

域
内
に
新
し
い
自
治
会
も
誕
生
、

改
め
て
各
自
治
会
紹
介
を
今
月

か
ら
記
載
し
ま
す
。
な
お
、

愛

称

に

つ
い
て
は
応
募

が
な
く

「
西
内
野

コ
ミ

ュ
エ
テ
ィ
だ
よ

り
」
と
し
ま
す
。　

　
　
　
　
官
）


